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【背景】
ミレニアム開発 目標(Millennium　Development　Goals,
MDGs)は2015年を目前に,目 標4の 「乳児死亡率を2/3
に削減す ること」と,目標5の 「妊産婦死亡率を3/4に削
減す ること」の 目標達成が危ぶまれている.現 在イ ン ドネ
シアのマカ ッサル を拠点 に母子保健水準の向上を 目指 し
て妊産婦 と乳幼児 の健診及び事後指導に着 目し2つの保健
センター(Puskesmas:PKM)とその保健支所(Posyando)
で調査を行てきたが,関 連職種の役割は分業化 されてお り
多様であった.健 診に関わる専門職種を中心 とする母子保
健の担い手は国によって異な り,また所属す る職場によっ
ても役割が様々である.ま た,母 子保健 問題 に関 しては農
村部 と都市部,経 済的格差による地域差な ども見 られ,管
轄す る地域の特性 を踏 まえた支援策 が必要 となっている.
本研 究ではマカ ッサル市役所及 びマカ ッサル市中心部 に
ある2つ の保健センターと2つ の母子病院での職員インタ
ビュー調査か ら関連職種の役割 と母子問題を明確 にす る
ことで,イ ン ドネシア独 自の母子保健対策を考察 し,そ の
地域 に合った支援 のあ り方を検討する.
【方法】
対象施設:マ カ ッサル市保健市役所,PKMKassi-kassi,
PKMMangasa,PertiwiHospital,RSFatimah,
保健ポス トPosyandoAska
調査期間:2013年8月28日～9月3日 の7日 間
調査方法:イ ンタビューガイ ドを用いた半構造化面接
時間は職務 中であることを考慮 し1人20分 と
し,現 地通訳者による通訳を含 めて録音 した.
分析方法:デ ータは逐語録を作成 し内容分析 を行った.
倫理的配慮:通訳を通 じて,口頭にて研究の主 旨を説 明後,
録音 を含めて同意 を得て実施 した.研 究は新
潟 医療福祉大学倫理審査委員会の承諾 を得た.
【結果】
インタビューの回答者 は27～54歳の男女20名(うち男性2
名)で,平均年齢43±8.5歳で,イ ンタビューの所要時間は平
均17±10.0分であった.職 業の内訳は助産師7名,看 護師3
名,栄 養士3名,カ デル(保健ボランティア)3名,医師2名,
検査技師1名,感 染担当者1名 であった.所 属別では保健市
役所1名,PKMKassi-kassi7名,PKMMangasa5名,母子病
院4名,PosyandoAska3名であった.
【考察】
イ ンタビューか ら得 られた情報 を基 にそれぞれの職種の役
割 について図を作成 した(図1).
図1.保 健センター拠点の母子保健関連職種の役割図
図のモデル となったのはPKMKassi-kassiでマカ ッサル
市 にある38のPKMの中で も母子の入院施設 と検査室を有する
母子保健の中核 を担 う保健センターである.1日に約70人 の
妊婦が訪れ月 ・水に母子健診,火 ・金は予防接種が行 われ,6
名の医師 と4名の助産師,10名の看護師が常時勤務 している.
.月1回母親学級も開催 され栄養士も2名 常駐 し母子の栄養相
談 を行 ってい る.感 染管理担当者は住民訪問を頻繁に行い,
政府への健康に関するデー タ報告を行 う.母 子健康管理に最
も重要な役割を果たすのは助産師であり,健 診や予防接種の
責任者 として出産の前後を通 じて幅広いサービス提供を行 う.
また,カ デルは住民に一番近い存在 として研修 を受けなが ら
健診業務や栄養補助食品の配給な ど幅広い活動 を行っている.
多くの職種が母子保健に関わ りそれぞれの役割 を果た してい
るが職種間の連携については月1回 の全体会議のみで行われ,
健診 ごとの事後指導やケース会議 が必要 と思われた.
母子保健問題 のカテ ゴリでは「未受診(11)」,「栄養問題(7)」,
「母親の知識不足(5)」,「不十分な設備(4)」,「人材不足(4)」,
「清潔習慣の不足(3)」,「予防接種への無関心(3)」な どが挙
げられた.考え られる対策 としては「母親教育(8)」が最も多 く
母親学級などの充実化が求 められていた.イ ン ドネシア政府
は妊娠 中に4回 の健診 を受 け ることを推奨 しているが,
Yenitaらは妊婦 の受けた教育や所得,伝 統的 ・宗教的な信念
などによって産前健診の受診率に違いがあると述べている1).
イ ン ドネシア政府刊行の年次 レポー ト2)でもこれ らの課題は
報告 され,改善 目標 も示 されてお り今後の対策が期待 される.
【結論】
母子保健関連職種は多様でそれぞれの役割 を果 たしている
が健診 ごとの事後指導やケース会議が必要である.未 受診対
策のためにも母親の教育が重要 と思われ る.
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